
社会福祉法人あゆみの会 総括 

                                施設長：胎中晴美 

 現在の社会福祉法人あゆみの会の前身である「オープンスペース‘AYUMI’」がスター

トして 15 年が経ち、当初、「みんなのホットステーション。だれもが気軽に立ち寄り、ホ

ッとして帰るところ」を目指して歩んできたところ、そこに集まった仲間とともに今のよ

うな組織ができた。その間、障害福祉に関する法律も何度か様変わりし、事業名称もいろ

いろと変化があった。組織としては作業所から授産施設へ、そして福祉サービス事業所と

いう名称に変化している。しかし我々の目的と内容は、変わることなく法人の理念「それ

ぞれが自分らしく、安心して生きていくのに 何が大切なのか、何が必要なのか 一緒に

考えつくっていきます。障害のあるなしに関わらず、また、サービスを受ける側・提供す

る側といった関係でなく 支え合うなかまとして共に歩んでいくことを目指しています」

の実践に各部門で日々努力している。 

 15 年前、ただ一人の中学生の仲間の余暇支援からスタートし、現在は 4 部門 13 事業と

大所帯になり、地域の障害者・児のニーズに多様な支援の提供ができる様取り組んでいる。

この 15年の時間の経過においては、仲間たち（利用者、職員も含む）の年齢の問題、保護

者の高齢化、家庭環境の変化、障害児支援、障害の多様化への対応等々いろいろと課題も

変化している。これらの課題の一つひとつに真摯に向き合い、各事業において取り組む事

で、あゆみの会らしさを社会に発信でき、信頼できる社会福祉法人となることができると

考える。 

 そこで、支援者としての職員ひとり一人のスキルアップが必要となる。援助技術、人権

意識、接遇対応、計画遂行能力等々において、研修機会の提供等を行い職員各自の意識向

上を目指していく。また、福祉人材の不足といったことが、社会の中でも大きく取り上げ

られているが、職員各自がこの仕事に就いて、やりがいがあると思える様、就労関係の整

備をすることが大切である。そして、よりよい人材育成を図り、実践に結び付けていきた

いと考える。 

    

 障害者総合支援法の 3年後の見直しについて 

 『障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律』の 3 年後の見直しが

あり、現時点での厚生労働省からの報告によると、主に下記の点が挙げられる。 

 ・常時介護を必要とする重度障害者への地域生活での支援の構築と対応の強化   

 ・通所、通学に関する移動支援や、入院中のサービス利用について検討。 

 ・障害児に対するより高い専門的かつ多様な支援の構築（放課後等デイＳの検証） 

 ・高齢障害者のサービス利用に関して現行のＧＨの件及び介護保険制度との関連を検討。 

 ・精神障害者の地域生活支援、医療との連携強化をはかる。 

 ・持続可能で質の高いサービスの実現（審査機能・行政の財源確保）  



この見直しにおいては、障害者・児の生活を支援する福祉サービスが出生時から学齢期、

成人期、高齢期へのライフステージにおいて継続的に、且つよりよい社会生活を送ること

を支援することを、目的として対応するよう求められている。これは、障害者・児の人権

の確立の視点からみても当然のことであるが、当法人の各事業において出来ることと、範

疇ではないことの見極めを明確にし、出来ないことに関する合理的配慮のもと他サービス

との連携が今まで以上に必要となってくると考える。 

  

 

奈良県障害のある人もないひとも、ともに暮らしやすい社会づくり条例について 

国の『障害者差別解消法』が 2016年 4月 1日に施行されたことを受けて、奈良県におい

ても全国で 11番目に上記の条例が施行された。これは障害者権利条約に基づき、障害を理

由として社会の中で不利益な取扱い、差別偏見、誤解といった社会的障壁（事物・制度・

慣行・観念含む）の存在をきちんと認識し、すべての国民の障害への正しい理解を深め、

差別をなくし障害のあるなしに関わらず、すべての人にとって安心して暮らしやすい社会

つくりを目指すものである。 

具体的には障害者一人ひとりのニーズが異なることもあるが、今まで、「仕方ない」と社

会の中で我慢を強いられてきたことを相手に伝えていく事で、みんなが暮らしやすい社会

の構築につながると思う。これにはすぐに改善できないこともあるが、社会の各方面の合

理的配慮と相互理解を深める大きな意味があると思う。 

また、事業所側としては、個々の件に関しての合理的配慮義務があり、事業所として不

可能なことに関しては説明責任および、代替事項の提示等の努力が課せられる。今まで以

上にきめ細かな対応が望まれることになっている。 

 以上の方向性を考慮し、法人の各事業においても質の高いサービスの提供が責務となっ

ている。そこで、一昨年前から実施している職員ひとり一人の資質の向上のために、各種

の研修への参加を促進しており、その中でも特に強度行動障害の研修会、介護福祉士試験

受験、行動援護研修会等々への参加を促進している。実務経験を基にそのうえに理論を持

って今後のさらなるステップアップをしていけることを願って計画している。 

 

 

 社会福祉法改正について 

2016年～2017年度における社会福祉法改正による変更点として主なものは次の点である。 

１、法人組織の見直しとして、評議員会、理事会の役割の分化等 （役員の損害賠償等） 

２、社会福祉法人の社会貢献の明確化（福祉サービスの低料金及び無料による提供の努力） 

３、運営及び会計の透明性の向上。各諸表のＨＰ等での公表 

この中の理事会、評議員会に関する項目においては、今年度内に検討をしていく必要があ

る。 



 2016年度の事業計画  

１、第 2事業所（あゆみ秋篠の家）の開設を 10月に予定。 

  小規模生活事業所と地域生活支援事業所（居宅介護・行動援護・同行援護・重度訪問・ 

移動支援）及び放課後等デイサービス事業所の多機能型事業所として開設。８月末竣 

工予定。その後 1か月間を現在の事業所からの移転期間として計画。事業申請は、8月 

に予定しており、これに伴う組織と予算を再編成。 

２、介護給付請求システムの導入。（4月より） 

  事務負担の軽減と各事業の利用重複回避及び利用者の管理等を含め、ＮＤソフトウエ 

アの『ほのぼのシリーズ』を導入。 

３、社会福祉法人改正に伴う理事会・評議員会の再編成   （2017年 6月末まで） 

  理事会と評議員会の重複は認めない、法人職員及び保護者当は法人からの利益供与が 

あるものとみなされ評議員には認めらない。現在の役員の任期終了までに検討。   

４、車両整備計画 （赤い羽根共同募金会からの半額助成金による）5月 

  老朽化した車両の入れ替え事業。奈良県共同募金会の助成金が決定し、車両整備とし

て 8人乗りワゴン購入を予定。 

５、職員の処遇に関する規定の見直し 

  質の良い人材確保と人材育成に向けて、職員の自己評価票の活用、面談等により各職 

員の目標設定を明確にする。それを反映できる処遇改善及び規程の見直しを計画。 

  また、独立行政法人福祉医療機構の施設職員退職金共済の掛け金補助の撤廃による今 

後の職員の退職金（退職金の適応勤務年数等）について検討。 

 

継続事業として 

 ◎第 2事業所（仮）の建築。完成竣工時期は 8月末の予定。 

◎職員の質の向上のための研修計画及び資格取得支援の実施 

  各種研修会の周知と参加促進及び、職場内研修会の実施により職員相互の向上。  

 ◎当事者の力の増強に向けての取組み 

  各事業所における日々の取組みの中、法人理念に基づき実施。 

  特に、施設においては、利用者同士の共同活動促進をサポートしていく事を促進。 

 ◎地域連携の強化  

  地域行事への参加および、法人行事の地域開放を継続していくことで、障害者への理 

解につなげる。 

第 2事業所における地域開放のサロンを検討。 

 ◎相談支援事業の充実 

  3年目になる相談支援事業の質の充実を図る。特に当事者の意見の尊重と、社会資源と 

の連携を図る。また、保護者の高齢化に伴う相談には、福祉機関、法律関係、介護保 

険関係事業所との連携を図る。 



2016年 10月以降 
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